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治安維持法犠牲者

国家賠償要求同盟

京都府本部

歴
史
０
証
人

菱
谷
良

一
さ
ん

（
百
才
）
の

発
言
に
感
動
広
が
る
！

５

ｏ
Ｈ
国
会
請
願
報
告佐
藤
和
夫

今
年
の
国
会
請
願
は
関
東
圏
を
中
心
に
、

２３
都

道
府
県
か

ら
１
０
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
署
名
は
８
万
５
６
５
３
人

分
で
し
た
。
京
都
府
本
か
ら
薮

田
事
務
局
長
と
副
会
長

の
佐

藤
が
参
加
。
衆
院
会
議
室

の
全
体
集
会
に
立
憲
民
主
党

の
近

藤
正

一
ｏ
日
本
共
産
党

の
宮

本
岳
志
の
両
衆
院
議

員
が
連
帯

の
あ

い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

１
９
４
１
年
９
月

２０
日

の

「
北
海
道
生
活

図
画
事
件
」
で

治
安
維
持
法
違
反
で
起
訴

さ
れ
た
菱
谷
良

一
さ
ん
が
、
特
別

発
言
し
ま
し
た
。

「
た
だ
絵
を
か
く

こ
と
が
す
き
だ

っ
た
青

年
が
子
供
ら
に
生
活

の
身

の
回
り

の
物
を
え
が
か
せ
た

こ
と

が
、

ア
カ
の
教
育
と
指
弾
さ
れ
た
理
不
尽
さ
に
出
獄

後
自
画

像
を
描
い
た
。
頭
に
妹
の
帽

子
を
か
ぶ

っ
て

い
る
。
真

っ
赤

の
帽
子
に
し
て
や

っ
た
。
」

の
発
言
に
は
会
場
か
ら

拍
手
が

お
こ
り
ま
し
た
。

紹
介
議
員
の
要
請
に
は
、
京
都
関
連
と
い
う
こ
と
で
立
民

党

（
福
山
哲
郎
参
院
議
員
、
山
井
和
則
衆
院
議
員
、
泉
健
太

衆
院
議
員
）
、
共
産
党

（
穀

田
恵

二
衆
院
議
員
、
井
上
哲
士

参
議
院
議
員
、
倉
林
明
子
参
院
議

員
、
大
門
実
記
史
参
院
議

員
）

の
各
室
を
ま
わ
り
ま
し
た
。
本
人
要
請
は
穀

田
さ
ん
と

倉
林
さ
ん
で
し
た
。
立
民
代
表
の
泉
さ
ん
は
秘
書
対
応
で
し

た
が
、
請
願
に

つ
い
て
は
党

の
政
策
と

一
致
す
る
か

の
検
討

一
~議
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が
あ
る
の
で
請
願
書
に
つ
い
て
は

あ
ず
か
れ
な
い
と
の
対
応
で
し
た
。

他
の
お
２
人
は
秘
書
さ
ん
が
受
け

取
り
ま
し
た
。

実
は
、
要
講
に
は
映
画

「わ
が

青
春
つ
き
る
と
も
―
伊
藤
千
代
子

の
生
涯
」
の
撮
影
関
係
者
の
方
と

）ｃ
一
緒
し
、
上
映
時
の
注
意
点
も

）Ｃ
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何
と
し
て
も
上
映
を
成
功
さ
せ

た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

１
，
国
は
、
治
安
維
持
法
が
人
道

に
反
す
る
悪
法
で
あ

っ
た
こ
と
を

認
め
る
こ
と
。

２
，
国
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者

に
謝
罪
し
、
賠
償
を
行
う
こ
と
。

３
，
国
は
、
治
安
維
持
法
に
よ
る

犠
牲
の
実
態
を
調
査
し
、
そ
の
内

容
を
公
表
す
る
こ
と
ｃ

第
御
回

京
都
解
放
運
動
戦
±
の
碑

合
祀
追
悼
祭
開
か
れ
る
―

５
月
８
日
、
総
本
出
知
恩
院
境

内
の
碑
前
で
第
６７
回
京
都
解
放
運

動
戦
士
の
碑
合
祀
追
悼
祭
が
開
か

れ
ま
し
た
。

約
１
９
０
人
が
参
加
し
晴
れ
渡
っ

た
な
か
で
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
ひ
ま
わ
り
合
唱
団
等
の
、
追
悼

歌

「い
の
ち
の
か
ぎ
り
」
の
合
唱

で
始
ま
り
、
森
田
し
の
ぶ
府
本
部

会
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
新
た
に
６０
人
を
合
祀
し
こ

の
碑
に
は
、
３
２
６
２
人
が
眠
る

こ
と
に
な
る
と
報
告
し
、
合
祀
さ

れ
る
方
々
や
む
遺
族
の
皆
様
に
心

か
ら
敬
意
を
表
し
、
残
さ
れ
た
者

同
士
が
仲
間
の
き
ず
な
を
を
強
め
、

国
民
に
痛
み
を
強
い
る
政
治
を
改

め
憲
法
を
生
か
す
よ
う
遺
志
を
引

き
継
ぎ
ま
し
ょ
う
と
述
べ
ま
し
た
ｃ

新
合
祀
者
に
つ
い
て
は
、　
一
人

ひ
と
り
読
み
上
げ
て
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
の
故
山

本
隆
さ
ん
も
今
回
新
合
祀
者
と
し

て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

各
界
か
ら
の
追
悼
の
言
葉
は
、

日
本
共
産
党
京
都
府
委
員
会
女
性

部
長
で
ジ

ェ
ン
タ
ー
平
等
委
員
会

事
務
局
長
の
た
け
や
ま
彩
子
さ
ん
、

京
都
総
評
議
長
の
梶
川
憲
さ

ん
、
京
都
民
医
連
の
森
藤
裕

明
き
ん
、
京
都
い
し
ず
え
会

の
袖
岡
勝
さ
ん
で
し
た
。

心
の
こ
も

っ
た
追
悼
の
言

葉
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
賂
と

こ
の
戦
争
に
乗
じ
て
憲
法
改

悪

へ
突
き
進
む
岸
田
内
閣
を

批
判
、
国
民
無
視
の

政
策
を

改
め
る
た
め
、
遺
志
を
引
き

継
ぎ
全
力
を
挙
げ
る
決
意
を

表
明
し
ま
し
た
。

今
月
も
清
水
寺

の
宣
伝
署

名
活
動
を
行
い
ま
し
た
―

毎
月
１０
日
は
、
清
水
寺
境
内
で

メ
ガ
ホ
ン
、
署
名
用
紙
、
ビ
ラ
な

ど
を
使

っ
て
１０
時
半
か
ら
宣
伝
署

名
行
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
　

今

月
も
実
施
し
ま
し
た

（左
図
）
。

お
寺
さ
ん
の
む
厚
意
で
長
い
間
続

け
て
き
ま
し
た
。
大
勢
の
方
々
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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劇
映
画

「
わ
が
青
春

つ

き
る
と
も
～
伊
藤
千
代

子

の
生
涯
～
」
の

『
試
写
会

＆
上
映
実
行
委

員
会
準
備
会
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
―

劇
映
画

「わ
が
青
春
つ
き
る
と

も

ヽ
伊
藤
千
代
子
の
生
涯

ヽ
の

『
試
写
会
＆
上
映
実
行
委
員
会
準

備
会
』
が
６
月
４
日
開
催
さ
れ
、

試
写
会
に
瞬
人
、
準
備
会
に
昴
条

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
ｃ

○
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟

京
都
原
田
完
会
長
の
呼
び
か
け

皆
様
方
の
日
々
の
こ
奮
闘
に
敬

意
を
表
し
ま
す
ｃ

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
は
、
製

映
画

「わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」

の
上
映
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
稀
・代
の
“
心法

「治
安
維
持
法
」

が
交
付
さ
れ
思
想
言
論
弾
圧
が
激

し
く
な
る
な
か
、　
一侵
略
戦
争
反

対
」

一主
権
在
民

一　
一ジ

ェ
ン
ダ
ー

平
等

」
の
社
会
を
目
指
し
志
を
貫

き
通
し
た

一伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」

を
描
い
た
映
画
で
す
ｃ

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
路
は
、

多
数
の
市
民
の
犠
牲
と
い
う
深
刻

な
事
態
と
な

っ
て
い
ま
す
ｃ

重
大
な
の
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
に
乗
じ
て
岸
田
自
公
政
権
や
維

新
の
会
が

「９
条
で
は
国
は
守
れ

な
い
」
と

「敵
基
地
攻
撃
能
力
の

保
有
」

「核
共
有
」
な
ど

「戦
争

す
る
国
づ
く
り
」
に
突
き
進
ん
で

い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
映
画
の
こ
の
時
期
の
上
映

は
極
め
て
意
義
深
く
、
多
く
の
個

人
、
団
体
の
方
々
の
協
力
を
得
て

成
功
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
大
変
お
忙
し
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
是
非
む
参
加
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
ｃ

○
参
加
者
の
感
想

▼
法
律
で
何
で
も
取
り
締
ま
れ
る

悪
法
―
許
せ
な
い
て
権
力
の
汚
さ
。

安
倍
晋
三
の
嘘

つ
き
の
顔
が
浮
か

ん
だ
。
非
合
法
の
時
代
を
生
き
て

犠
牲
に
な

っ
た
人
々
を
忍
び
感
謝

し
た
い
で
す
。

▽
多
く
の
感
動
的
場
面
に
涙
し
た
。

獄
中
で
赤
旗
の
歌
を
合
唱
す
る
場

面
に
は
思
わ
ず
涙
し
た
。
こ
の
映

画
は
ぜ
ひ
多
く
の
若
者
に
も
見
て

，つ
′り
・い
た
‐ヽい
。

▽
わ
ず
か
８０
年
余
前
ま
て
、
こ
れ

が
真
実
の
歴
史
で
す
ね
ｃ
若
い
人

た
ち
が
、
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な

こ
と
で
す
が
．
こ
ん
な
時
代
が
繰

り
返
さ
れ
な
い
よ
う
、
今
生
き
る

私
た
ち
が
心
し
な
け
れ
ば
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。
原
作
も
綿
密
な

調
査
を
続
け
ら
れ
て
い
て
な
か
な

か
の
力
作
で
す
。

▽
補
ま

っ
て
か
ら
の
拷
間
と
獄
中

の
闘
争
等
が
省
路
し
な
い
て
詳
し

く
描
か
れ
て
い
た
の
が
物
語
の
構

壮旭
ル
）―
し
ｆ
）■
Ｕ
ル
ン
＜
十̈っ
，ょ
ぃ
″
っ
しに
，
」

思
い
ま
し
た
。

《
伊
藤
千
代
子
の
略
歴
》

１
９
０
５
年
長
野
県
諏
訪
部

生
ま
れ
．
諏
訪
高
等
女
学
校

に

進
学
、
上
屋
文
明

（歌
人
）
に

英
語

。
国
語
な
ど
を
師
事
ぃ
卒

業
後
、
小
学
校

の
代
川
教
員
を

務
め
る
が
転
身
向
尚
桐
女
学
校

英
文
予
科
を

べ
て
東
京
女
子
大

学
に
進
学
。
社
会
科
学
研
究
会

結
成
に
参
加
‐
女
子
学
園
リ
ー

ダ
ー
に
。
そ
の
後
、
長
野
県
岡

谷

の

一
山
　
林

組
製
糸
争

議

（
１
９
２
７
年
）
支
援
、
労
働

農
民
党

の
選
挙
運
動
支
援
な
ど

に
参
加
。
１
９
２
８
年
２
月
末
、

日
本
共
産
党
に
人
党
，
党
中
央

事
務
局
で
活
動
を
始
め
て
半
月

後
、　
３

・
５
事
件
の
弾
圧
に
よ

り
検
挙
さ
れ
拷
問
に
よ
り
転
向

を
強
要
さ
れ
る
が
拒
否
、
獄
中

リ
ー
ダ
ー
Ｌ
し
て
活
躍
。

―
年

半
の
獄
中
拘
禁

の
中
で
発
症
、

特
高
警
察
監
視

の
松
沢
病
院
に

収
容
さ
れ
、
急
性
肺
炎
に
よ
り

病
死
。
享
年
２４
歳
ぃ
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上映計画  2022.6。 5時点

0同 時 17月 19日 (火 )11「 i目 13時～ 21Fl口 15時 3()分へ :3回 目18時～
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主催 :「 わが青春つきると1,」 亀岡上映会

入場料 :1000円

問合わせ先 i「ゎが青春ノ)き るとも」亀岡 11映 1や 1票 |‖ 0771-22-2585

②日時 :8月 5日 (金)1回 目10時30分～ 2回 目13時30分～

8月 6日 (土)1回 目10時30分～ 2回 目13時30分～

会場 :「長浜バイオ大学京都キャンパス」

主催 :「戦争展」 (7月 31日 ～8月 7日 )の治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟の

文化企画として上映

入場料 :会場内にて上映成功協力募金をお願いします

問合わせ先 :「治安維持法国賠同盟京都府本部」薮田090-8575-9851

③ 日時 :9月 4日 (日 )1回 目14時～

会場 :「文化パルプ東館 4F」

目時 :9月 11日 (日 )1回 目10時30分～ 2回 日14時～

会場 :「宇治生涯学習センター」

主催 :「わが青春つきるとも」上映宇城久実行委員会

入場料 :大人前売券1000円 、当日券1300円、障がい者 。学生 。専門学生500円

問合わせ先 :「わが青春つきるとも」上映宇城久実行委員会

藤原 080-6131-1265  下島090-6552-6448

④ 日時 :9月 17日 (土 )上回目10時30分～ 2回 目14時～

会場 :「京田辺市商工会館ホール・キララホール」

同時 :9月 18日 (日 )1回 目14時～

会場 :「宇治田原町総合文化センター 。さざんかホール」

主催 :「伊藤千代子の会」上映実行委員会

入場料 :大人前売券1000円 、当日券1200円 、学生500円

問合わせ先 :「伊藤千代子の会」上映実行委員会 石野090-4641-8620

‐■
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※上映についての案内等は、各主催団体が中心で実施されます。


